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	 2015 年 8 月および 9 月に、日本語母語話者 11 名を対象に、自身の過去の経験を語
るパーソナル・ナラティヴを実施し、発話データを収集した。パーソナル・ナラティ
ヴのトピックは、調査 1 に基づき決定した。トピックを表 3 に示す。 
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1.	 	 自分が一番尊敬している人 
2.	 	 教育で重要なことは何か	  
3.	 	 ショックだった一言	  
4.	 	 自分が出会った史上最低な人 
5.	 	 身近な人に対する不満	  
6.	 	 理不尽な経験	  
7.	 	 部下（後輩）と接する時に気をつけていること 
8.	 	 日本のサービスの良い点・悪い点	 	  
9.	 	 接客で重要なことは何か 
10.	  将来の展望 
 









4-1	 調査 1 の結果と考察	
	 教科書分析の結果について述べる。授受表現、移動表現、受身表現、使役表現が導
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表 4	 初級教科書における視点表現の提出トピック	
文法項目  『みんなの日本語』  『げんき』  
授受表現  7 課「いらっしゃい」  
例文：会社の人にもらいました。  
24 課「手伝いに行きましょうか」  
例文：「山田さんとミラーさんが来てくれ
ます」  
	 	  「山田さんに貸してもらいます」  
14 課「バレンタインデー」  
例文：セーターをあげたらどうですか。  
16 課「忘れ物」  
例文：駅員さんが探してくれたんです。  
22 課「日本の教育」  
例文：大学に行かせてくれなかった。  
移動表現  5 課「この電車は甲子園に行きますか」  
例文：この電車は甲子園に行きますか。 
＊「持っていく /来る」（17 課）、「連れて
行く /来る」（24 課）は語彙として導入  
3 課「デートの約束」  
例文：今日は京都に行きます。  
 
受身表現  37 課「金閣寺は 14 世紀に建てられまし
た」  
例文：金閣寺は 14 世紀に建てられました。 
21 課「どろぼう」  
例文：どろぼうに入られました。  
23 課「別れ」  
例文：たけしくんが作った料理を食べさせられた。 
使役表現  48 課「休ませていただけませんか」  
例文：休みを取らせていただけませんか。 








文法項目  『J. Bridge』  『わたしの見つけた日本』  
授受表現  6 課 Step1「理想の結婚」  
例文：頼りがいがあって、グイグイ引っ張っ
てくれる人がいいなあ。  
6 課 Step2「ひとこと言ってあげる」  
例文：最近はどこへも連れて行ってくれませ
ん。  
8 課 Step2「親の立場、子の立場」  
例文：テレビゲームなんか絶対にやらせても
らえませんでした。  
1 課「人と出会う−初めての日本体験」  
例文：親切にしてくれました。  
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移動表現   1 課「人と出会う−初めての日本体験」  
例文：田中さんはなぜかぼくの方に走ってき
た。  
2 課「夢を話す−私の夢」  
例文：生産量が上がっていった。  




1 課「人と出会う−初めての日本体験」  
例文：「ばか」と言われたのがいやでした。  

















4-2	 調査 2 の結果と考察	
4-2-1	 視点表現の出現傾向	
	 調査 1 で、視点表現の出現が観察されたトピックの特徴を踏まえ、10 のトピックを
選定し、日本語母語話者のパーソナル・ナラティヴのデータを収集・分析した。各ト
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計  








接客  将来  
授受  27 12 6 11 11 28 24 26 14 2 165 
移動  51 31 26 32 19 59 33 41 40 42 374 
受身  6 8 33 12 8 44 4 7 12 7 141 
使役  10 6 4 6 2 5 4 2 3 4 46 
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